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　本特集号では「成長期のスポーツ外傷と障害」をテーマとして取り上げました。近年，スポーツをす
る子としない子の二極化が進んでいる，という問題がよく指摘されます。前者に関しては，わが国で
は欧米に比べて，1種目だけを，また長時間やりすぎているという傾向があります。野球については，
2019年の夏の高校野球で投手の球数制限が話題となりました。日本臨床スポーツ医学会では1995年か
ら「青少年の野球障害に対する提言（投球制限）」を提唱していましたが，このたび高校生では週500球
以内，という指導がやっと現場でなされるようになりました。サッカー少年においては，膝関節の離
断性骨軟骨炎の発生頻度が高いですが，欧米のサッカー先進国と比べて，わが国では練習時間が長い
ことがわれわれの調査で明らかになっています。一方，後者のスポーツをしないほうの問題については，
最近の子どもは基本的な運動能力が落ちてきている，転び方を知らず怪我をしやすい，と言われていて，

「子どもロコモ」という表現もされています。上で述べた問題への対応ですが，スポーツの過多につい
ては，スポーツ競技団体・組織とその競技にかかわっているスポーツ医との連携や，医師サイドから
の継続した提案が必要と思います。一方，最近の子どもが運動をしなくなってきていることについては，
社会全体の問題として，学校や地域で，スポーツを身近で楽しいものと感じられるような子ども達へ
の働きかけや取り組みが必要なのではないかと感じます。

（吉矢晋一）
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